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論文審査結果の要旨 

本論文は、気管支喘息患者の末梢血活性化自然リンパ球（ナチュラルキラー（NK）細胞、1

型自然リンパ球（innate lymphoid cell; ILC1）、2 型自然リンパ球（ILC2）、3 型自然リンパ球

（ILC3）、mucosal-associated invariant T（MAIT）細胞）それぞれの分画が相互に正の相関を

示し、さらに、気流制限とも関連する可能性を世界で初めて報告した。喘息と各自然リンパ球分

画との関連はいくつかの報告が存在し、ILC2 は喘息の重症化に関与する可能性が示唆され、ILC3

は肥満関連喘息に関与することが示唆されている。また、喘息患者の末梢血と喀痰中の MAIT 細

胞は、健常者と軽症喘息に比べ重症喘息患者で優位に減少しているとの報告がある。本論文では、

活性化自然リンパ球と喘息の気流制限との関連を示したほか、活性化 ILC3 が BMI と正の相関

を示すこと、活性化 MAIT 細胞は軽症から中等症喘息に比べ優位に重症喘息で低下することを示

した。さらに、慢性気道炎症をその本態とする気管支喘息では多種多様な細胞が関与し、これら

のオーケストレーションによって病態が形成されているが、これまでに複数の自然リンパ球分画

の関連を調べた研究は存在せず、喘息患者における末梢血活性化 NK 細胞、ILC1、ILC2、ILC3、

および、MAIT 細胞が相互に相関すること、さらには気流制限と関連する可能性を見出したこと

は臨床的意義が大きい。今後、これらの細胞を中心とした喘息病態の多様な機序がさらに解明さ

れることが期待される。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 

 


